
大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 告 式 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。  

令 和 ４ 年 11月 22日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団  

企 業 長  永 藤  英 機  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 条 例 第 ５ 号  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 告 式 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 告 式 条 例 （ 平 成 22年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 条 例 第

１ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に

下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改正後 改正前 

（趣旨） （趣旨） 

第１条  この条例は、地方自治法（昭和 22

年法律第 67号）第 16条第４項及び第５項

の 規 定 に 基 づ き 、 大 阪 広 域 水 道 企 業 団

（以下「企業団」という。）の公告式に

関し必要な事項を定めるものとする。 

 

第１条  この条例は、地方自治法（昭和 22

年法律第 67号）第 16条の規定に基づき、

大阪広域水道企業団（以下「企業団」と

いう。）の公告式に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 

（条例の公布） （条例の公布） 

第２条 （略）  第２条 （略）  

２  条例は、企業団公報に登載して公布す

るものとする。ただし、天災その他やむ

を得ない事情で企業団公報に登載するこ

とができないときは、企業団の掲示場に

掲 示 し て そ の 登 載 に 代 え る こ と が で き

る。 

 

２  条例は、企業団公報に登載して公布す

るものとする。ただし、天災その他やむ

を得ない事情で企業団公報に登載するこ

とができないときは、企業団の掲示場に

掲 示 し て そ の 登 載 に か え る こ と が で き

る。 

 

（規則の公布） （規則の公布） 

第３条  規則を公布しようとするときは、

公布の旨の前文、年月日及び企業長名を

記入しなければならない。 

第３条  前条の規定は、規則にこれを準用

する。 

２  前条第２項の規定は、前項の規則にこ

れを準用する。 

 

 

 

（規程の公表） （規程の公表） 

第４条  規則を除くほか、企業長の定める

規程で公表を要するものを公表しようと

するときは、公布若しくは公表の旨の前

文、年月日及び企業長名を記入しなけれ

ばならない。 

第４条  規則を除くほか、企業長の定める

規程で公表を要するものを公表しようと

するときは、公布若しくは公表の旨の前

文、年月日及び企業長名を記入して、企

業長印を押さなければならない。 

２ （略） ２ （略） 



  

（その他の規則及び規程の公表） （その他の規則及び規程の公表） 

第５条  第３条の規定は、企業団の機関の

定める規則で公表を要するものにこれを

準用する。この場合において、同条第１

項中「企業長名」とあるのは「当該機関

名又は当該機関を代表する者の名」と読

み替えるものとする。 

第５条  第２条の規定は、企業団の機関の

定める規則で公表を要するものにこれを

準用する。この場合において、同条第１

項中「企業長」とあるのは「当該機関又

は当該機関を代表する者」と読み替える

ものとする。 

２  前条の規定は、企業団の機関の定める

規程で公表を要するものにこれを準用す

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 １ 項 中

「企業長名」とあるのは「当該機関名又

は当該機関を代表する者の名」と読み替

えるものとする。 

２  前条の規定は、企業団の機関の定める

規程で公表を要するものにこれを準用す

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 １ 項 中

「企業長名」とあるのは「当該機関名又

は当該機関を代表する者の名」と、「企

業長印」とあるのは「当該機関印又は当

該機関を代表する者の印」と読み替える

ものとする。 

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 告

式 条 例 第 ３ 条 か ら 第 ５ 条 ま で の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 公 布

又 は 公 表 す る 規 則 又 は 規 程 に つ い て 適 用 す る 。  


